
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
本
市

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

理
事

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
は
あ
る
が
、

市
に
入
る
べ
き
税
収
を
減
少
さ

せ
、
財
政
悪
化
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
早
期
の

催
告
や
滞
納
処
分
に
よ
り
収
入

の
早
期
確
保
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
訪
問
催
告
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を

精
査
し
た
上
で
慎
重
な
判
断
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

－

学
力
向
上
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備－

問

橋
下
知
事
と
大
阪
府
教
育

委
員
会
が
積
極
的
に
進
め
て
い

る
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
環
境
整
備
事
業
は
、
電
子

黒
板
を
中
心
に
し
て
全
教
室
に

デ
ー
タ
通
信
網
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
学
力
に
応
じ
た
教
育
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
。

現
政
権
は
、
こ
の
事
業
予
算

を
削
減
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

と
聞
く
が
、
本
市
に
お
い
て
は

学
力
向
上
の
た
め
断
固
導
入
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
次
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

事
業
は
、
国
の
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
授
業
に
限
ら
ず

教
育
の
場
で
の
活
用
が
、
学
力

を
向
上
さ
せ
、
ひ
い
て
は
国
力

増
強
に
つ
な
が
る
と
世
界
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
国
の
報
告
も
あ

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

る
が
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
底

上
げ
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
の
た
め
の
大
変
意
義
深
い
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。

－

子
育
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
券－

問

本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
子
育

て
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
は
、

本
市
が
持
つ
商
品
券
事
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
子
ど
も
が

多
く
、
よ
り
苦
労
の
あ
る
世
帯

に
対
象
を
絞
る
こ
と
で
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
最
大
限
不
公
平

の
な
い
施
策
に
し
て
い
る
点
で
、

現
政
権
が
推
し
進
め
て
い
る
施

策
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
や
保
育
園
の
一
時
保
育
に

も
使
え
る
な
ど
子
育
て
に
配
慮

し
た
施
策
に
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
公
私
立
保
育
所

で
の
一
時
保
育
利
用
料
や
民
間

保
育
所
で
の
諸
経
費
、
病
児
病

後
児
保
育
の
利
用
料
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
利
用
料
、
各
種
予
防
接
種
費

用
や
歯
科
を
含
め
た
医
療
機
関

で
の
一
部
負
担
金
な
ど
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

－

職
員
の
天
下
り
と

再
任
用
制
度－

問

本
市
で
は
平
成
十
八
年
度

よ
り
、
退
職
し
た
職
員
が
長
年

培
っ
た
経
験
と
知
識
を
生
か
す

た
め
と
し
て
高
齢
者
再
任
用
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
特
権
的
に
外
郭
団
体
の
役
員

に
就
任
し
、
再
任
用
制
度
と
比

較
し
て
高
額
の
給
料
が
支
払
わ

れ
て
い
る
元
幹
部
職
員
が
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
直

し
も
含
め
て
当
局
の
見
解
を
問

う
。

経
営
企
画
部
長

定
年
退
職
後

も
幹
部
職
員
と
し
て
培
っ
た
経

験
と
知
識
を
生
か
す
場
と
し
て

外
郭
団
体
の
経
営
に
参
画
す
る

こ
と
は
有
用
と
考
え
る
。

－

環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み－

問

地
球
温
暖
化
が
進
行
し
、

世
界
的
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
中
、
国
連
で
は
鳩
山
総
理

が
日
本
の
排
出
量
に
つ
い
て
、

一
九
九
〇
年
比
二
十
五
％
減
を

目
指
す
と
表
明
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
地
域
レ
ベ
ル
で
の
環

境
保
全
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
今
回
上
程
さ
れ
て
い
る

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
だ
け
で
本
市

の
環
境
対
策
は
十
分
な
の
か
。

環
境
部
長

現
在
本
市
で
は
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
位
置
づ
け
て
い
く
。

ま
た
今
回
上
程
し
た
事
業
を
足

が
か
り
に
、
市
民
や
事
業
者
の

役
割
に
応
じ
た
削
減
計
画
の
策

定
を
目
指
し
た
い
。

－

Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線

新
駅
設
置
計
画－

問

長
瀬
駅
と
新
加
美
駅
間
に

お
け
る
新
駅
設
置
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
協
議
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長

現
在
、
大
阪

外
環
状
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

設
計
条
件
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
協
議

を
進
め
、
新
駅
設
置
の
早
期
実

現
に
努
め
て
い
く
。

－

市
民
共
済
の
廃
止
は
今
日

的
市
民
ニ
ー
ズ
に
逆
行－

問

大
型
不
況
の
下
、
安
価
で

安
心
し
て
加
入
で
き
る
交
通
・

火
災
市
民
共
済
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、

増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
廃

止
す
る
な
ら
、
市
民
の
声
を
聞

く
べ
き
だ
。

市
長

事
業
の
性
格
上
、
官
が

や
る
必
要
性
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
に
聞
け
ば
、
あ
る
意

味
で
は
答
え
が
明
確
に
予
想
を

さ
れ
る
の
で
、
行
政
の
判
断
と

し
て
廃
止
の
決
定
を
し
た
。

－

公
道
上
で
の
各
種
工
事
の

安
全
性
に
つ
い
て－

問

公
道
上
で
は
各
種
の
埋
設

管
工
事
や
道
路
自
体
の
舗
装
工

事
が
さ
れ
て
い
る
が
、
交
通
誘

導
員
の
質
の
低
下
が
目
に
つ
き
、

安
全
上
大
き
な
問
題
と
危
惧
さ

れ
る
。行
政
の
対
策
は
ど
う
か
。

土
木
部
長

指
摘
の
よ
う
に
市

民
と
交
通
誘
導
員
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
指
導
、
周
知
す
る
と

と
も
に
、
警
備
員
の
質
の
向
上

に
む
け
、
占
用
許
可
申
請
時
に

交
通
誘
導
教
育
の
徹
底
及
び
警

備
員
の
教
育
状
況
に
つ
い
て
書

類
の
提
出
を
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

－

遊
休
市
有
地
を
子
育
て
に

活
用
せ
よ－

問

他
市
で
は
住
民
参
加
で
市

所
有
の
遊
休
地
の
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
都
市
部
の
空
き

地
を
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊

べ
る
原
っ
ぱ
と
し
て
子
育
て
に

活
用
で
き
な
い
か
。
少
な
く
と

も
子
ど
も
会
な
ど
の
一
時
使
用

の
要
望
に
応
じ
る
体
制
づ
く
り

か
ら
着
手
し
て
は
ど
う
か
。

理
事

当
面
活
用
予
定
の
な
い

市
有
地
に
つ
い
て
、
恒
久
的
に

活
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
使
用

者
の
管
理
の
も
と
短
期
の
利
用

に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る
。

－

市
長
の
地
域
経
済
の

認
識
と
取
り
組
み－

問

二
十
年
度
の
本
市
の
法
人

市
民
税
は
約
八
十
一
億
円
と
、

前
年
度
に
比
べ
約
十
一
億
円
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
有
効
求
人

倍
率
は
、
昨
年
十
月
に
〇
・
六

五
倍
と
一
気
に
全
国
や
大
阪
府

平
均
を
下
回
り
、
こ
と
し
の
六

月
か
ら
は
〇
・
三
三
倍
が
三
カ

月
続
い
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
市
長
は
国
や
府

に
対
し
て
地
域
経
済
の
実
態
を

訴
え
、
必
要
な
施
策
展
開
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

本
市
の
中
小
企
業
を
取

り
巻
く
経
済
環
境
は
、
依
然
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
早
い
時
期
に
新
政
権
下

に
お
け
る
国
の
関
係
者
に
、
私

み
ず
か
ら
訪
問
し
、
中
小
企
業

の
町
を
代
表
し
地
域
経
済
の
窮

状
を
訴
え
対
応
を
求
め
る
。

－

保
育
所
整
備
に
よ
る

待
機
児
童
の
解
消－

問

地
域
活
性
化
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
民
間
保
育
所

施
設
整
備
補
助
事
業
の
財
源
と

し
て
活
用
し
、
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
た
め
基
金
を
創
設
す

る
が
、
二
十
二
年
か
ら
整
備
補

助
を
実
施
す
る
と
、
各
地
域
で

何
名
の
待
機
児
童
が
解
消
で
き

る
の
か
。

福
祉
部
長

安
心
子
供
基
金
を

積
極
的
に
活
用
し
民
間
活
力
に

よ
り
解
消
す
る
。
二
十
二
年
四

月
に
Ａ
地
域
で
六
十
一
名
の
既

存
園
の
定
員
増
、
二
十
三
年
四

月
に
Ｂ
地
域
で
九
十
名
定
員
、

Ｄ
地
域
で
六
十
名
定
員
の
新
設

園
を
創
設
、
Ｃ
地
域
で
三
十
一

名
、
Ｅ
地
域
で
三
十
名
の
既
存

園
の
定
員
増
を
行
い
合
計
二
百

七
十
二
名
の
定
員
増
を
図
る
。

－

市
立
総
合
病
院
の

看
護
師
不
足
解
消－

問

看
護
体
制
を
七
対
一
へ
切

り
か
え
る
た
め
に
、
看
護
師
の

募
集
を
二
十
年
四
月
か
ら
八
度

に
わ
た
っ
て
行
っ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
九
十
四
名
不
足
と

い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
看
護
師
の
初
任
給

や
諸
手
当
の
引
き
上
げ
、
職
場

環
境
の
改
善
、
採
用
条
件
の
再

検
討
な
ど
、
看
護
師
採
用
を
ふ

や
す
た
め
に
実
行
可
能
な
も
の

が
あ
れ
ば
具
体
的
に
示
せ
。

市
長

処
遇
な
ど
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
給
与
も
含
め
た
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
早
期

に
七
対
一
看
護
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
で
き
る
限
り
の
方
策

を
講
じ
て
い
く
。

子どもたちが、自由に遊べる原っぱ。

遊休地の活用が求められています。

－

伝
統
的
祭
り
の
継
承－

問

枚
岡
神
社
の
秋
郷
祭
は
大

阪
府
内
で
も
岸
和
田
だ
ん
じ
り

祭
り
と
並
び
称
さ
れ
る
中
河
内

随
一
の
祭
り
で
あ
る
。
市
内
に

は
伝
統
的
な
祭
り
が
数
多
く
見

ら
れ
、
市
域
住
民
の
心
を
一
体

化
す
る
力
を
持
ち
、
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
は�
ま
ち
�

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
り
を

歴
史
的
な
資
料
と
し
、
整
理
統

合
し
て
文
化
的
資
産
と
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
調
査

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

社
会
教
育
部
長

神
社
調
査
の

一
環
と
し
て
密
接
な
関
係
を
有

す
る
祭
事
に
つ
い
て
、
そ
の
構

成
要
因
で
あ
る
だ
ん
じ
り
や
布

団
太
鼓
と
と
も
に
調
査
を
行
い
、

記
録
に
残
す
こ
と
で
文
化
的
資

産
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

－

共
通
商
品
券
事
業
に

つ
い
て－

問

過
去
に
と
く
と
く
ト
ラ
イ

券
・
ま
い
ど
一
号
券
と
い
う
名

称
で
行
わ
れ
た
共
通
商
品
券
事

業
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

規
模
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
制
度
の

内
容
が
進
化
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
は

商
団
連
に
任
せ
き
り
の
事
業
で

あ
っ
た
が
職
員
み
ず
か
ら
が
登

録
加
盟
店
を
増
や
す
努
力
を
し
、

商
品
券
売
場
も
市
の
施
設
を
活

用
す
る
な
ど
市
が
主
体
的
に
事

業
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
も

っ
と
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
。

経
済
部
長

現
在
の
経
済
状
態

を
考
え
る
と
市
と
し
て
も
積
極

的
に
か
か
わ
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
経
済
部
職
員

が
直
接
各
店
舗
に
協
力
を
要
請

し
、
市
庁
舎
内
で
も
職
員
自
ら

が
販
売
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

中小企業のまち・東大阪。さらなる景

気後退が予測される中、地域経済の立

て直しのため、国、府レベルでの対策

が急がれます。

わかりやすい授業が実現できる学校

ＩＣＴ環境整備。早期導入が望まれ

ます。

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

地球温暖化対策を進めるうえで、地域

レベルでの取り組みが重要です。

歴史的、文化的な資料としても重要な

伝統的お祭り。いつまでも、守り伝え

ていきたい資産です。

自
由
民
主
党

民
主
リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

笹
谷

勇
介

さ
わ
や
か
な
風

代
表
質
問

松
平

要

公

明

党

代
表
質
問

個
人
質
問

平
田

正
造

広
岡
賀
代
子

個
人
質
問

江
越

正
一

さ
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め
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（４）第１６２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２２年１月１日（５）


